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設 計 図

滋賀県立大学カフェテリア厨房床改修工事

株式会社　水原建築設計事務所

建築特記仕様書

配 置 図 （ 全 体 ）
1/1500（A1）

1/3000（A3）

センター棟-1F平面図
1/600（A3）

1/300（A1）

カフェテリア厨房平面詳細図
1/50（A1）

1/100（A3）

既存　厨房機器図

既存　厨房機器リスト１

既存　厨房機器リスト２

non-scale

non-scale

公立大学法人 滋賀県立大学



製品カタログ、サンプルを監督員に提出すること。

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

株 式 会 社

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第63号

彦 根 市 長 曽 根 南 町 ４ ４ ３ 番 地 ＴＥＬ　０７４９－２２－１６７９

水 原 建 築 設 計 事 務 所

訂 正 事 項
一級建築士登録　第219285号 北 村 　 通

Ⅰ

NO

第１種低層 第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

構　造
床　面　積　(㎡)

備　考延面積

１　項目は番号に    印のついたものを適用する。

建
築
工
事
仕
様

工
　
事
　
概
　
要

工 　事 　名 　称

工 　事 　場 　所

用 　途 　規　 制

工   事   種   目

名　　　称 工　　種

特 記 仕 様2

Ⅱ

別　途　工　事

・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

1

は工事写真帳に貼り付けて提出すること。

完成写真の撮影場所は監督員の指示による。 工事写真キャビネ版はアルバム台紙に、サ－ビス版

工事写真の撮影要領は、｢工事写真の撮り方・建築編｣(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

区　分

着 工 前

工 事 中

完 成 時

定期提出

竣工写真

撮 影 箇 所

※　3　・　6　・　9

分  類 ・ 規  格

・　　 ・　5　・　7

必要に応じ撮影する

状況によりつなぎ写真

完了届提出用

工事月報用

１

１

３

１

部　数 備　　　　考

し、ＦＤ、ＭＯ、またはＣＤ-ＲＯＭにて提出すること。

主として外観

主として内観

３

竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式をＪＰＥＧと

４

５

６

工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することは出来ない。

技術管理

現 場 代 理 人

技術検査

技 能 士７

工事写真

３　特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。

（1.6.2）

デジタルカメラの総画素数は200万画素以上、記録画素数は640×480画素以上とする。

工事監理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真とする場合、使用する

※ サービス版 ・ キャビネ版

サービス版

サービス版

サービス版

サービス版

サービス版 ・　　 ・ 10  ・ 20

現場代理人は、監督員に請負人との直接的な雇用関係の確認出来るものを提出すること。

請負人は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理にあたらせること。

２　特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

火 気 の 管 理21

シンナー等の保管20 シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管

安全対策

管 理 義 務 者

総 括 安 全 衛 生

検討のうえ、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

19

※　工事車両の出入りについては、速度制限を厳守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整

理員を配置するとともに、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を

講ずること。また、施設運営についても担当者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

・　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、請負人にて構造、施工方法について十分

労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者には、（※建築工事　・ 電気設備工事

18

試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定にあたっては監督員の承諾を受けること。

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書およびその写し各１部を提

各設備工事によるコンクリート部分の梁、壁、床の貫通補強及び仕上げ部分、軽量鉄骨天井下地、

１．本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の

再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）を厳守し、分別解体及び再資源化等実施すること。

10

11

９

12

13

14

15

８ 建 築 材 料 等

試 験

特殊な材料の工法

各種検査合格書等

設備工事との取合

下請け業者の選定

公害対策

産業廃棄物の処理

工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃の発生、土壌汚染、排水汚染等公害発生のなきよう、

請負人は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して

発 生 材 の 処 理

保 険 等

同実施書を作成し速やかに報告のこと。

２．「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を厳守

システムにより的確に実施すること。

３．請負人は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を厳守し、同法第１２条の３によるマニフェスト

引渡しを要するもの：

請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。17

16

し、建設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。また再生資源利用〔促進〕計画書および

(1.3.7）

材料の検査に伴う

各工種の作業については、極力技能士の資格を有する者に作業をあたらせること。 （1.5.2）

・ 石工事( ・石張り ・ 石積み ・ 石材加工)　・ タイル工事(タイル張り)　・ 木工事(建築大工) 

・ 屋根及びとい工事( ・屋根金属薄板葺きおよびとい設置 ・ かわらぶき ・ 石綿スレート葺き)　

・ 金属工事(鋼製下地)　・ 左官工事( ･ 金こて仕上,ﾓﾙﾀﾙ塗り,吹付 ･ 断熱硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付)　

・ 排水工事(配管)　・ 植栽工事(植栽)　・ 外壁改修工事(樹脂接着剤注入施工)

・ 仮設工事(とび)　・ 鉄筋工事(鉄筋)　・ コンクリート工事( ･ 型枠 ･ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送)　

技能士または単一等級の資格を有する者を、１職種１名以上該当工事作業中工事現場（資材製作加工の場合は

また、請負人は、○印のついた工事種別および技能検定の職種について、職業能力開発促進法による一級

製作所）に常勤させるとともに、作業に先立ち事前にその氏名等を監督員に届け出なければならない。

・ 建具工事( ･ ｻｯｼ施工 ･ ｶﾞﾗｽ加工取付 ･ 木製建具加工取付 ・ 自動ドア取付)　・ 塗装工事(塗装)　

・ 内装工事( ・ 表具 ・ 壁装 ・ 畳製作施工 ・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床施工 ･ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床施工 ・ ｶｰﾃﾝ施工 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上)

・ カーテンウォール工事(金属製カーテンウォール施工)

・ 防水工事( ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ・ 合成ｺﾞﾑｼｰﾄ防水 ・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ ｾﾒﾝﾄ系防水 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ)

・ 鉄骨工事(構造物鉄工)　・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ/ALCﾊﾟﾈﾙ工事( ･ CB積 ･ ALCﾊﾟﾈﾙ施工)　・ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事　

特　　　記　　　事　　　項章 項　　　目

１ 施工基準

上記相互間に相違のある場合の優先順位は、記載の順序とする。

（1.7.1～1.7.3）

（1.1.1）

完 成 図２

１

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項 ・　　 ・　10 ・ 12

・　　 ・　3　・ 30

本工事は、滋賀県建設工事執行規則に基づき、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む

あわせて、その他室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度で

ある材料を極力選定する。（標仕を参考とすること）

されたリサイクル製品、材料の利用にも努めること。

さらに、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化

屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。

（1.4.1）

（1.4.1）

請負人は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の現状を把握し、工事の起因する

完成図は設計図面の全図面及び施工図・設備承認図を作成し、原図（ＣＡＤデータとも）および

４

４

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

・ 機械設備工事） の請負人を指名する。

数量についても、作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

㎡

最新版」（以下「標仕」という）による。（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「建築工事監理指針　最新版」を参考

とする。）

請負人は、別途施工の業者も含め互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。

ー（A1）

ー（A3）

Ａ－０１

敷地面積

指定なし防火地域　　準防火地域　　法22条指定区域防 　火 　規 　制

市街化調整区域　　　　　　　　　　　

準住居 近隣商業 商業 準工業 工業 工業専用 指定なし

風致地区　　自然公園　　宅造規制区域　　市街化区域　　　　　　　　　　　区域区分未設定区域そ の 他 の 規  制

１

２

１　階

合 計

出すること。なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

同壁下地の開口補強は建築工事とする。

工事竣工まで万全の対策を講ずること。

承諾を受けること。

各種下請業者、製造所等県下で供給出来るものについては、極力町内業者を選定すること。

焼付製本A1:1部　A3:2部を提出するものとする。

契約締結日 から工 事 期 間 ・ 限

工 事 用 水

工 事 用 電 力

請負人加入電話の子機、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による。

溶接作業を行う場所については、防災シートを使用し、防火対策を講ずる。

必要に応じて室内外の壁、天井、床等シートで養生する。

構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

図示による他鉄板塀、金網塀、板塀等の仮設計画を立案し、監督員と協議すること。

６ 手 す り 先 行 足 場

仮 囲 い２

５

４

３

シ ー ト 養 生

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

（2.3.1）

（2.3.1）監督員事務所の規模　（　・ １０㎡ ・ ２０㎡ ・ ３５㎡ ・ ６５㎡ ・ １００㎡）程度

備　　品

１ 監 督 員 事 務 所

１ モルタル塗り床目地 目 地 工 法　　　　　※ 標仕１５．２．６（ｂ）（３）による　　・　 （15.2.6）15

左
　
官
　
工
　
事

２ セルフレベリング 種　　　類 ・ せっこう系　　・ セメント系 （表15.4.1）

材 塗 り 施 工 箇 所

３ 仕 上 塗 材 仕 上 げ （表15.5.1）

呼　び　名種　　　類 仕上げの形状 施工箇所・備考

薄付け仕上塗材  ・ 外装薄塗材Ｓｉ  ・ 砂壁状　・ ゆず肌状　・ さざ波状

 ・ 可とう形外装薄塗材Si  ・ 砂壁状　・ ゆず肌状　・ さざ波状

 ・ 外装薄塗材Ｅ  ・ 

 ・ 可とう形外装薄塗材Ｅ ・ 

 ・ 防水形外装薄塗材Ｅ  ・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

 ・ 外装薄塗材Ｓ  ・ 砂壁状

 ・ 内装薄塗材Ｃ  ・ 

 ・ 内装薄塗材Ｌ

 ・ 内装薄塗材Ｓｉ  ・ 

 ・ 内装薄塗材Ｅ

 ・ 内装薄塗材Ｗ  ・ 

厚付け仕上塗材  ・ 外装厚塗材Ｃ  ・ 

 ・ 外装厚塗材Ｓｉ  ・ 

 ・ 外装厚塗材Ｅ

 ・ 内装厚塗材Ｃ  ・ 

 ・ 内装厚塗材Ｌ  ・ 

 ・ 内装厚塗材Ｇ  ・ 

 ・ 内装厚塗材Ｓｉ  ・ 

 ・ 内装厚塗材Ｅ  ・ 

複層仕上塗材  ・ 複層塗材ＣＥ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 可とう形複層塗材ＣＥ ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 複層塗材Ｓｉ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 複層塗材Ｅ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 複層塗材ＲＥ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 複層塗材ＲＳ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 防水形複層塗材ＣＥ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 防水形複層塗材Ｅ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 防水形複層塗材ＲＳ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

 ・ 防水形複層塗材ＲＥ  ・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

軽量骨材仕上塗材  ・ 吹付用軽量塗材  ・ 砂壁状

 ・ こて塗用軽量塗材  ・ 平たん状

４ ロックウール吹付 厚  さ(㎜)　　・ １０　　・ １５　　・ ２０　　 （15.7.2）

５ コンクリート直押え 金コテ

・　水性自然石調多模様塗料塗

１ 素 地 ご し ら え 木部 　※ Ａ種（透明塗料の場合はＢ種）　・ Ｂ種 （表18.2.1）

鉄面（鉄骨工事は除く）　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　※ Ｃ種 （表18.2.2）18

塗
　
装
　
工
　
事

（表18.2.3）亜鉛メッキ面 　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

モルタル・プラスター面　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種 （表18.2.4）

コンクリート・ＡＬＣパネル面　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種 （表18.2.5）

コンクリート・押出成形セメント板面　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種 （表18.2.6）

せっこうボード面　　　　　　　　　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種（継目処理工法の場合はＡ種）（表18.2.7）　

２ 錆 止 め 塗 料 塗 り 塗料種別 鉄面屋外　　　　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種 （18.3.2）

鉄面屋内　　　　　　　　　　　　 　※ Ｂ種

亜鉛メッキ面　　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

グリーン購入法に基づく無鉛型錆止め塗装を採用しようとする場合は、事前に監督員の承認を得ること。

３ 一 般 塗 料 塗料塗り 鉄　　面　　　　※ 見掛りＡ種、見隠れＢ種

亜鉛メッキ面　　※ 鋼製建具Ａ種、その他Ｂ種

４ 特 殊 塗 料 ＪＩＳ規格品

天井 ※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(mm) ・　　

１ ビニル床シート張り ※ 織布積層床シート（ＮＣ）　・ クッションフロア－シート （19.2.2）シートの種類19

内
　
装
　
工
　
事

厚　さ（mm） ※ ２．５　　・　

継　　　目 ※ 熱溶接　　・ 突きつけ （19.2.3）

２ ビニル床タイル張り 材　　　質 ※ 半硬質ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ　・ 軟質ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ　・ ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

厚　さ（mm） ※ 2.0　　・3.0　 （19.2.2）

３ 特 殊 機 能 床 材 タキストロンＷＢ　　厚さ 2.0mm （19.2.2）

４ ビ ニ ル 巾 木 厚さ(mm)　※ ２．０　　・　　　　　　　　高さ(mm)　・ ６０　　※ ７５　　・ １００ （19.2.2）

５ カ ー ペ ッ ト 敷 き ・ 織じゅうたん （19.3.3）

種　　　別 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　

パイル形状 ・ カットパイル　・ ループパイル　・ カット、ループパイル併用

・ タフテッドカーペット

パイル形状 ・ ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ　・ ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ　・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ　・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

工　　　法 ※　全面接着工法　　・　グリッパー工法

・ ニードルパンチカーペット

厚さ(mm)：　・　　　　　　　　　　　　　　帯電性：　※ 人体帯電圧３ｋＶ以下　・ 

・ タイルカーペット　　厚さ6.5㎜×500角

種　　　別 ※　第一種　　・　第二種

パイル形状 ※　テクスチャードループパイル　　・　カットパイル

６ 合 成 樹 脂 塗 床 （表19.4.3）

・ エポキシ樹脂塗床 （表19.4.4～7）

７ 防 塵 塗 床 塗料の種類 ・ アクリル系　　・ ウレタン系　　・ エポキシ系

仕上の種類 ・ 平滑仕上　　　・ 防滑仕上

８ フローリング張り （19.5.2）

種　　類 樹　種 厚さ(mm) 工　　法 仕　上　げ

・ フローリングボード

単層 ・ フローリングブロック ・ ・乾式

・ モザイクパーケット ※乾式釘どめ ・接着

※乾式釘どめ ・接着※ 複合１種フローリング

複合 ・・ 複合２種フローリング

・・ 複合３種フローリング

９ 畳 敷 き 畳の種類　　 ・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　・ Ｄ種　（いずれも防カビ仕様とする） （19.6.2）

10 せっこうボード張り ＪＩＳ規格品 厚　さ（mm）　　・ ９．５　　・ １２．５ （19.7.2）水廻りは耐水仕様のこと

11 化 粧 せ っ こ う ＪＩＳ規格品 ・ トラバーチン模様 ９.５　　・ スクエア ９.５　　・ 杉柾模様　９.５ （19.7.2）

ボ ー ド 張 り

12 無石綿セメント板 厚　さ（mm） ・ ４　・ ５　・ ６　・ （19.7.2）

13 無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚　さ（mm） ・ ５　・ ６　・ ８　・ １０　・ １２ （19.7.2）

14 化 粧 ｹｲ酸 ｶﾙｼｳﾑ板 厚　さ（mm） ・ ５　・ ６　・ ８　・ １０　・ １２ （19.7.2）

15 ロックウール吸音板 厚　さ（mm） ・ ９　・ １２　・ １５　　　　柄　・ 一般　・ リブ　・ キュ－ブ （19.7.2）

16 壁 紙 張 り 材　　質 ※　無機質　　・　 （19.8.2）

17 断熱材打込み工法 材　質　※ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ　・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ （19.9.2）

（ただし、特定フロンを含まないものとする）

厚　さ（mm）　 ・ ２０　　※ ２５　　・ ４０

18 断熱材現場発泡工法 材　質　　※　硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(特定ﾌﾛﾝを含まないものとする)　　吹付け厚さ(mm) （19.9.3）

19 グ ラ ス ウ ー ル 床　　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(mm) ・　　

壁　　　※ ２４㎏品　　・ ３２㎏品　　厚さ(mm) ・　　

２．０

改 修

改 修

厨房床改修工事

厨房機器脱着工事

ＲＣ造 一式 一式

概　要　説　明 ・本工事は厨房床の改修をおこなうものである。

・同上に伴う厨房機器の脱着を行う。

滋 賀 県 彦 根 市 八 坂 町 2500

滋賀県立大学カフェテリア厨房床改修工事

滋賀県立大学 カフェテリア厨房床改修工事

ア．

■一般事項

１．着工前には必ず現地にて監督員と打合せをすること。

本工事の写真は、着工前、主要な作業状況、竣工後及び監督員の指示する個所を撮影するとともに、２．

工事後隠蔽ととなる部分は確実な写真管理を実施するものとし、工事完了後、A4判工事写真帳に整

理して一部提出するものとする。

３．本工事仕様書に記載なき事項といえども、技術上当然施工すべき事項については、受注者の負担に

おいて実施するもとする。

４．工事は他の施設に損傷を与えないように十分注意して実施することとし、万一損傷を与えた場合は

受注者の責任において速やかに現状復旧するものとする。

５．本仕様書および工事に際し、疑義が生じた場合は、監督員と協議の上実施するものとする。

６．本工事に使用する材料は全て新品とし、監督員の検査を受け、承認をしたの野を使用すること。

本工事で生じた発生材は、受注者は建設リサイクル法第９条の規定に従い分別すること。

発生材を敷地内において焼却したり埋設することは一切認めない。

７．

８．

厨房機器脱着により既存部分に損傷を与えたり、その構造機能を低下させた場合は請負者の責にお

いて原形に復旧すること。

９．

厨房機器の脱着前後には、必ず給排水、ガス、電気設備工事の確認し監督員等の検査後着手すること。10．

施工計画書、工程表作成提出の上、監督員の承諾を得ると共に各関係機関への届出を行い、適切に

施工を行うものとする。

11．

12.

13.

作業終了時は、現場の清掃および片付けを実施すること。

本仕様書に記載されている寸法等は竣工図等の寸法であるため、厨房機器下の隠蔽部が不確定の為、

施工に先立ち現場確認のうえ実施するものとする。

■特記事項
１．本工事に使用する材料は、下記に示すもの又は同等品以上の品質を要するものとする。

２．下地処理

脆弱既存塗膜部は、撤去し、クラック部はクラック処理を行うこと。

イ．新設塗膜との接着に支障がないよう、付着している油膜を除去し全面を研磨処理すること。

細部の施工要領は、塗料製造所の指定によるものとする。ウ．

３．

ア．

イ．

仕上

塗床の工法は、流し展べ艶消し薄膜仕様とする。

細部の施工要領は、塗料製造所の指定によるものとする。

４．その他

ア．

・ 水性硬質ウレタン樹脂塗床

　 仕上げの種類　※ 薄膜流し展べ仕上げ　・ 厚膜流し展べ仕上げ

 　仕上げの種類　※ 平滑仕上げ　・ 防滑仕上げ　・ つや消し仕上げ

　　　　　　　　 ・ 樹脂モルタル仕上げ　・ 防滑仕上げ

建 築 特 記 仕 様 書

厨 房 機 器 脱 着20

排 水 ピ ッ ト 蓋21

水性硬質ウレタン樹脂塗床材　日本特殊塗料㈱ユータックコンプリートCPSー３F工法と同等品以上と

イ．

ウ．

６ 無 収 縮 モ ル タ ル 床の浮き部、破損部、クラック部は補修材として使用のこと。

過積載防止の措置

騒 音 振 動 の 防 止

22

23

請負人は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出する

建設機械は平成９年建設省指定騒音対策型建設機械（'97ラベル）を使用すること。

取扱説明書の作成 竣工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。

地 元 説 明 会

不法無線局の排除

近 隣 家 屋 の 調 査

請負人は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、

施工者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人に工事施工内容の説明を行うこと。

の 室 内 濃 度 測 定

揮発性有機化合物 国土交通省告示第１３４７号に基づく評価方法基準の「第5 6-4(3)ロ」に定められた方法によること。

施 工 体 制 点 検

設計ＧＬ ※ 図示　　　　　　・ 監督員が現場にて決定する。

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

測定化学物質

・ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　・ ﾄﾙｴﾝ　・ ｷｼﾚﾝ　・ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　・ ｽﾁﾚﾝ　・ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ　・　

バリアフリー化にあたっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

別 途 工 事 と の

連絡協議

・　

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ｽ ﾄ ｯ ｸ ﾏ ﾈ ｰ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ

住 宅 性 能 評 価 請負人は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」を遵守し、住宅性能評価書に示された品質を確保する

別紙による対象項目について調査を行い、監督員に指定された電子データにて提出すること。33

34

こと。

測定箇所：　　　　　　　　　（監督員の指示に依り決定）

（部数、詳細については、監督員の指示による。）

また、工事区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

よう適切に施工すること。

損傷等の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は請負人の責任において現状に復旧すること。

また、請負人自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

35 設 計 図 書 の 製 本 工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　指定サイズ（Ａ１又はＡ３）　４部

不法無線局を搭載していると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

塗床施工の際は、飛びはねに注意し壁養生等を行うこと。

厨房機器の仮置き場は、食堂とするも、給排水管、ガス管等の養生は受注者の責任とする。

厨房機器の仮置き場は、床養生を行うこと。

一式 一式

図面７葉、標仕により完全に施工する。

303,260

令和 6年 8月 30日限

エ．改修前に当該工事における石綿含有建材の有無を確認し報告を行うこと。

火気を使用する場合は、火気責任者を配置し、適切に管理を行うこと。また、校内は全面（車両内を含む）

終日禁煙とする。

厨房機器の脱着は専門業者により施工すること。（脱着に伴う配管類の取外し、接続も含む。）

厨房機器接続後は、厨房使用者の確認を受けること。

復旧する厨房機器については可能な限りアジャスト等を交換し、水平に設置すること。

鋳鉄製（細目） 溝幅＝200、300、500
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カフェテリア厨房床改修工事範囲を示す。

センター棟-1F平面図

1/300（A1）

1/600（A3）

厨房機器仮置き場を示す。

Ａ－０３
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　 １ ． 厨房床改修の塗床再塗装を 行う 。

　 ２ ． 排水ピ ッ ト 格子蓋の更新を 行う 。

　 ３ ． 同上施工に際し 移動可能な厨房機器の脱着を行う 。

カフェテリア厨房床改修工事範囲外を示す。

カフェテリア厨房床改修工事範囲を示す。

排水ピット蓋更新範囲を示す。

■排水ﾋﾟ ｯﾄ蓋改修詳細図 S=1: 30

既設図

改修図

■ 凡 例

■ 改修概要

厨房床

厨房床

1
5
0

15
0

30

既設床：ﾓﾙﾀﾙ下地 防塵塗装

3
0

　　水性硬質ウレタン樹脂

既設：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ【既設のまま】

床：既設下地処理(ｻﾝﾀﾞｰ掛け含む）の上

【特記】・既設受け枠は枠全長×30%は更新のこと。

既設：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

既設：防水ﾓﾙﾀﾙ

200･300･500

200･300･500

既設：防水ﾓﾙﾀﾙ【既設のまま+洗浄】

既設格子蓋：鋳鉄製 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ

L=500（既製品）【撤去】
既設枠：硬質アルミ（既製品）

新設格子蓋：鋳鉄製　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ     L=500
既設枠：硬質アルミ【特記による】
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カフェテリア厨房平面詳細図
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［特記事項］

［厨房機器撤去・再設置］

・厨房機器脱着は図面A-06・A-07を参考に配管類の接続を含め全機器を

　対象とする。尚、現場において脱着が不可能と判断するものは監督員

　と協議の上、承認を得ること。

　＊下記数値は全機器着脱した場合の参考積算数量である。

厨房機器移設・再設置

・設備機械工　　４０人・日

配管・配線切り離しおよび再接続

・配管工　　　　１０人・日

・電工　　　　　　８人・日

・上記　経費　15％

・普通作業員　　　６人・日
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備　　　　考
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（移動不可） 【特記事項】 ・厨房機器脱着は配管類を含め、基本的には全機器を対象にする。尚、脱着が不可能と判断

　するものは監督員の承認を得ること。

・復旧する厨房機器については可能な限りアジャスト等を交換し、水平に設置すること 

・厨房機器の脱着は専門業者により施工（見積共）を行うこと。但し、配管類の脱着は除く。
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（移動不可）
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